
6　わり算の筆算(2) 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 何十でわる計算 基礎①
き そ

1 □にあてはまる数を書きましょう。

80÷20は、10をもとにすると　8÷2＝ 4 　→　80÷20＝ 4

170÷30は、10をもとにすると　17÷3＝5あまり2

あまりの2は、10が2こなので　170÷30＝ 5 あまり 20

2 計算しましょう。

(1) 60÷20＝ 3 (2) 90÷30＝ 3 (3) 120÷40＝ 3

(4) 150÷50＝ 3 (5) 240÷60＝ 4 (6) 280÷70＝ 4

(7) 360÷90＝ 4 (8) 400÷80＝ 5 (9) 540÷60＝ 9

3 計算しましょう。あまりの大きさに気をつけよう。

70÷20＝ 3 あまり10 100÷30＝ 3 あまり10

230÷40＝ 5 あまり30 190÷60＝ 3 あまり10

350÷80＝ 4 あまり30 500÷70＝ 7 あまり10

410÷50＝ 8 あまり10 620÷90＝ 6 あまり80

4 色紙が150まいあります。1人に20まいずつ分けると、何人に分けられて

何まいあまりますか。

しき 150÷20＝7あまり10 こたえ 7人に分けられて10まいあまる

おうちの方へ

何十でわる計算は、10をもとにして考えます（80÷20→8÷2）。あま

りがあるときは、あまりも「10がいくつ分」なので、10倍にもどしま

す。

170÷30＝5あまり20（あまり2ではない）。たしかめ：30×5＋20＝

170。④：7人に分けられて10まいあまる。
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